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１．研究目的 
 本研究の目的は、1960年代以降の西洋社会において議論されてきた世俗化の分析視角では分析
できない社会構造と宗教の関係性を持つ日本において、産業化、都市化が進んだ高度経済成長以
降の伝統宗教集団の変容を観光という面から照射することである。 
 本研究の背景には、⑴世俗化、⑵観光、⑶宗教とツーリズムの関係をめぐる研究がある。 
 世俗化の主な論者として、B・ウィルソンや T・ルックマン、P・L バーガー、K・ドベラーレな
どが挙げられる。世俗化の問題は、西洋社会において極めて重大な宗教的、もしくは社会的現象
として、宗教学者や宗教社会学者の関心を集めた。一方で、日本において、世俗化論が宗教学者
や宗教社会学者の間で議論されたが、採用されることはなかった。 
 世俗化を社会の機能分化の帰結として捉えるならば、世俗化した社会において、仕事から解放
された人々は、余暇時間や可処分所得を持つこととなった。これらの余暇を消費する手段として、
1960年代以降、観光という社会現象に注目が集まることとなる。これを受け、1970年代以降、人
類学を中心として観光に関する研究成果が提出されるようになった。 
 欧米の観光研究における議論では、ホストである観光地と観光地を訪れるゲストの間で起こる
摩擦の問題［マキァーネル 1976＝2012］や、「ホスト−ゲスト−メーカー」という観光にまつわる
アクターの関係性の問題［スミス 1977＝1996］、また、観光化に伴う地域の「商品化」の問題［コ
ーエン 1979＝1998］、そして、観光客からのまなざしによって観光地が変化するといった問題で
ある［アーリ 1995＝2014］。このような議論を受けて、日本でも 1980年代後半以降、観光研究が
行われるようになる。しかし、巡礼や参拝などの宗教的な要素を持つ巡礼や参拝は、楽しみを主
体とする旅である観光の範疇には馴染みづらいとし、観光研究において宗教は注目されることが
少なかった［橋本 1999］。また、宗教学を中心として行われていた巡礼研究などでも、楽しみを
主体とする観光という視点が用いられることは少なかった。以上のように、観光研究においては
宗教が、宗教研究においては観光が等閑視されてきた。 
 上記の流れを受け、2000年代に入ってから宗教学や宗教社会学の領域において、宗教とツーリ
ズムに関連する研究が提出されはじめる。宗教とツーリズム研究の命題は、現代人の宗教意識の
在り方を捉えることである。制度宗教の弱体化によって宗教の個人化が進展したとされる今日、
消費を特質とするツーリズム空間は、現代社会の宗教の在り方を検討するための好事例とされて
いる［山中編 2012］。 
 宗教とツーリズム研究の主眼は、上述したように、今日の宗教状況を捉えることにあるため、
扱われる事例においても、観光研究で議論されている「ゲスト−ホスト−メーカー」の関係におけ
るゲストとメーカーに焦点が当てられることが多い。 
 これまでの研究を踏まえて、本論では、宗教的に意義付けがなされている山岳聖地の御岳山を
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フィールドとして設定する。 
 また、御岳山の御師によって推進された観光事業の取り組みを事例として扱う。そして、観光
事業を推進する御師に対する聞き取り調査や質問紙調査を行い、ゲストを受け入れるホストがど
のような問題を抱えているのかを、観光事業を行うに至った背景を明らかにし、企画運営の過程
を追うことで、ホストにどのような問題意識が共有されていたのかを検討する。 
 宗教とツーリズム研究で議論されているゲスト−ホスト−メーカーという三者のアクターの一つ
であるホストに注目しつつ、上記の調査を通して、今まで議論の俎上に上ることが少なかったホ
スト側の意識を解明し、ツーリズム空間における三つのアクターの働きにおける連関性に接近す
ることを試みたい。 
本研究は、⑴伝統宗教団体の変容、現代化などの社会変動と宗教の問題、⑵世俗化やスピリチ
ュアリティなどの宗教の衰退、もしくは新たな宗教性創出の問題、⑶地域における宗教資源活用
などの、地域社会と宗教の問題を明らかにするための新たな視座を提供するものと考える。 
 本研究が完成した後には、高尾山や相州大山、三峰山などの関東地方の他の山岳聖地の観光化
の事例に目を向け、御岳山の観光化の事例と比較検討することで、各事例の特色を浮かび上がら
せ、関東の山岳聖地のあり方を明らかにする研究を志向する。  
 
２．研究方法 
（1）御師に対する聞き取り調査 
（1）の調査により、以下のことを明らかにする。 
①御嶽神社の組織の構成を把握し、現在 31軒の存在する宿坊（御師）の現状に加え、講員に対す
る講社廻りや、講員の代参だけでは立ちいかなくなった背景に迫る。このことによって、講と観
光事業の関連性を明らかにし、観光事業が御岳山の神社組織や御師、そして、山内経済にどのよ
うな影響を与えているのかを検討する。 
②観光事業がどのように企画運営され、どのように推進されたのかを明らかにするため、御岳山
観光委員のメンバーである御師に対する聞き取り調査を行い、御師の間にどのような問題意識が
共有され、観光事業発足に至ったのかを明らかにする。 
③御岳山の御師の間で起こる観光事業をめぐる摩擦や、観光事業を推進するにあたり、議論をま
とめていく過程を御師に対する聞き取り調査から明らかにすることで、御師が御岳山の何を伝統
として選択しており、何を真正性のある聖性として捉えているのかを分析する。そして、御岳山
の変容を追うことで、現代的な宗教性を創出する要素を抽出することを試みる。 
 
（2）講員に対する聞き取り調査 
 （2）の調査により、以下のことを明らかにする。 
明治時代頃 3000講 20万人といわれていた御岳講は、現在 1000講まで減少したといわれている。
御師の経済基盤である講は年々減少、縮小傾向にあることがこれまでの調査で明らかになってい
る。講員の生業構造の変化や生活構造の変化が、講の存続にどのような影響を与えているのかを
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把握することで、減少、縮小する講の現在の様態を明らかにする。 
 このことにより、講と観光事業関連性を検討し、伝統宗教団体の聖地が観光事業に取り組むメ
カニズムを析出する。 
 
（3）本研究に関連する文献資料の調査 
 （3）の調査により、以下のことを明らかにする。 
①これまでの御岳山に関する研究は『金井家文書』という大宮司家に伝わる文書を紐解き、山内
の神社運営組織などを明らかにした非常に精緻な成果が存在するため、その点については先行研
究（斎藤典男 1975『武州御嶽山史の研究』文献出版など）に依拠する。 
 本研究で扱う観光事業が御岳山にどのような影響を及ぼしたのか、何によって観光客の集客に
つながったのか、その要因を御岳山観光協会が作成した「お犬さま活性化事業」と「天空芸者宴」
の事業報告書の分析、検討を通して明らかにする。 
②①に加えて、御岳山に関連する資料や観光研究や宗教とツーリズム研究などの関連する研究群
の情報収集、先行研究の分析を行う。そして、本研究が、宗教とツーリズム研究においてどのよ
うに位置づけられるのかを検討する。 
 
３．研究成果と公表 
 本研究の成果は、2016 年 6 月に行われた宗教と社会学会と大正大学学内学術大会において発表
した。 
 それらの発表を踏まえ、本研究の成果を「伝統保持と観光化からみる山岳聖地の真正性につい
て―武州御岳山を事例に―」としてまとめ、『大正大学大学院研究論集』第 41 号にて公表した。 
 以下、上記論文の要旨を記し、成果の報告とする。 
 本論文では、宗教的に意義付けがなされている山岳聖地の御岳山をフィールドとして設定し、 
御岳山の御師によって推進された観光事業の取り組みを事例として扱った。 
 御師に対する聞き取り調査、質問紙調査、そして、御岳山観光化事業の事業報告書を主とする
文献調査から、下記のことが明らかになった。 
 御岳山観光事業は、御岳山のイメージを戦略的に用い、御師によってセルフプロデュースされ
ている事業であった。その御師の意識の根底に、「基本的には、このままでは御岳山の御師は絶滅
してしまうという絶望的危機感」があり、将来に対する不安を払拭するため、御岳山の存続をか
けた取り組みとして観光事業が推進されたことが確認された。 
 このことから、山岳信仰の聖地という性格に担保されている御岳山の聖性は、観光化する過程
で希釈化されたように思われたが、観光事業で用いた資源は、御岳山独自の宗教資源である御嶽
神社やその祭神、札である。このような、御岳山の宗教資源を活用した事業が、入山者に受容さ
れていることは、聖性の希釈によって御岳山従来の宗教文化が再編されていると解釈できる。そ
して、その背景には、御師絶滅の危機感があり、御師の間では、「先祖の遺産」である「護符や講
など先祖から受け継いできた宗教的な資源」を守り、後世に伝えていくという意識が共有されて
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いたことを論じた。先祖の遺産としての宗教的な資源を守るために、従来のタブーを一部破るこ
とで入山者を増加させようとした御師は「伝統」と「改革」の狭間でジレンマを抱えつつも、「お
いぬさま」活性化事業において御岳山の象徴である御嶽神社の祭神大口真神を活用していた。そ
して、新規入山者の獲得に成功した。 
 いわば、従来あった宗教資源や観光資源を御師が再発見し、ゲストのニーズを開拓するような
イメージ戦略の材料として活用した取り組みが、御岳山観光事業である。 
 したがって、⑴ホストである御師は、独自の宗教資源を再発見し、その活用方法を自らの手で
模索、再編して、事業を企画運営する、コーディネーターの役割を担ったこと、⑵御師の意識の
根底に、「基本的には、このままでは御岳山の御師は絶滅してしまうという絶望的危機感」があり、
御岳山の存続をかけた取り組みとして観光事業が推進されたこと、⑶御岳山独自の宗教資源−御嶽
神社、祭神、札、宿坊、講−を「先祖の遺産」としてオーセンティックな聖性を見出し、残すべき
ものと観念しつつも、それらの宗教資源を再編して御岳山の観光事業が進められたことが明らか
になった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
